
論文 2タイプの接着剤を塗布したRC床版の薄層上面補修法における耐疲
労性の評価
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：本研究は， 床版の上面損傷に対する補修材および 種類の接着剤を塗布した薄層上面補修法におけ要旨 RC 2

1.5 24 24N/mmる耐疲労性を評価した 補修材は 日の施工を考慮したことから要求性能は材齢 時間で圧縮強度。 2

以上確保できる材料を提案した。また，補修材の耐久性の向上を図るためにビリ材を混入したコンクリート

材を提案し，耐疲労性の検証を行った。その結果，モルタルおよびコンクリート材ともに材齢 時間での発24

現強度は圧縮強度 以上確保され道示の基準を満足した。また，接着剤を塗布した補修法におけるモ24N/mm2

ルタル材に対してビリ材を混入したコンクリートの場合は等価走行回数が 倍向上する結果が得られた。1.28

： 床版，上面補修，接着剤，小径骨材，輪荷重走行疲労実験，耐疲労性キーワード RC

1. はじめに

道路橋 床版の上面は，アスファルト舗装からの雨RC

水の浸透・滞水，車輌の繰り返し走行による損傷や積雪

寒冷地域では融雪剤散布による塩害や凍害・融解によ

り，土砂化などの損傷事例が報告されている。 床版RC

の上面損傷は舗装打ち替え時に発見される場合が多く，

土砂化に至っているケースが多い。橋梁定期点検要領1)

5mmでは，アスファルト舗装にセメント成分の滲出や

程度のひび割れが発生，さらにはポットホールが発生し

た場合，とくに， 程度の以上のひび割れが発生し5mm

た場合は，舗装直下の 床版上面コンクリートの土砂RC

化，鋼床版においては疲労き裂により過度のたわみが発

5mm生している可能性があるとされている。よって，

程度のひび割れの発生が認められた時点で，舗装を撤去

し，詳細な調査が必要となる。一方， 床版の上面損RC

傷に対する補修法は，土砂化した部分をブレーカ等で削

り，その上に補修材として超速硬性無収縮モルタルや超

速硬コンクリートなどのセメント系材料が用いられてい

る。しかし，これらの材料は輪荷重が走行した場合に補

修モルタルに割れやひび割れが発生した事例もある。ま

た，補修界面ではく離が生じ，再補修した事例も多い。

これらのことから阿部らは， 種類の接着剤を塗布し，2

その上に割れを抑制するために弾性係数を既設床版コン

クリートと同等にしたセメント系モルタルを開発し，提

案している 。また，脆弱したコンクリートをブレー2) 3)，

カ等で切削することで新たなひび割れの発生が懸念され

る。これを改善するために浸透性の接着剤および補修後

のはく離を防止するためにエポキシ系の接着剤を塗布し

た補強法についての技術提案も行っており ，実3) 4) 5)， ，

施工で採用されている。しかし，セメント系補修材は

～ 厚程度の部分的な薄層補修であることか20mm 50mm

らモルタル材のみで補修した疲労実験しか実施していな

い。また，交通規制において 時間施工を対象とした材8

RC料である ため，地方公共団体が管理する道路橋2) 3)，

床版には適用しにくい材料であった。

そこで本研究は，輪荷重の作用による割れを抑制する

セメント系補修材および耐久性の向上を目的としてセメ

ント系材料に砂利あるいは砕石から分級された ～5mm

程度の粗骨材（以下，ビリ材とする）を混入した8mm

コンクリート材を提案し，輪荷重走行疲労試験より耐疲

労性の評価を行った。また，補修法では，ブレーカ等に

よる削り作業で発生する微細なクラックや床版上面コン

クリートのクラック等に浸透させ床版コンクリート表面

を強固にするための接着剤および補修界面のはく離の抑

制を図る接着剤の 種類の接着剤を塗布した場合の耐疲2

労性を評価することで， 床版の上面補修法におけるRC

補修技術の一助とする。

2. 道路橋RC床版の損傷事例

路面の異常，すなわち舗装に 程度のひび割れの5mm

(1) 5mm程度のひび割れ (2) RC床版の上面損傷

写真－1 RC床版の損傷状況

土砂化

5mm程度のひび割れ
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発生による 床版の上面損傷の事例を に示す。RC 写真－1

はアスファルト舗装に 程度のひび割写真－1(1) 5mm

れが発生している。舗装を撤去すると に示す写真－1(2)

ように 床版上面の一部がセメント成分が滲出して，RC

土砂化している。この土砂化した部分を撤去すると

程のスケーリングが発生しており，床版寿命が低30mm

下する原因となることから早期の補修が必要となる。し

たがって， 床版の上面損傷は橋梁点検では発見しにRC

くい損傷であることから舗装に 程度のひび割れが5mm

確認されたら，舗装を撤去し， 床版上面の損傷を確RC

認する必要がある。 に示す 床版の部分損傷に写真－1 RC

対して，従来の補修法は，脆弱部を除去し，その上に直

接セメント系モルタルを打ち込み，橋面防水工を施し，

アスファルト舗装を舗設していた。しかし，この補修法

は早期にアスファルト舗装にポットホールが発生し，再

補修された事例も多い。

これらのことから阿部ら は，セメント系材料2) 3) 4)， ，

にビニロン繊維を配合し，弾性係数を既設床版コンクリ

ートと同等にしたセメント系材料を開発した。また，補

修技術においては， 種類の接着剤を塗布した補修法を2

提案した。これらの材料は， 時間施工を対象とした材8

料であることから， 時間で道路橋示方書・同解説（以3

下，道示とする） に規定されるコンクリートの設計）6

基準強度 以上を確保する材料が要求されてい24N/mm2

る。しかし，交通量の少ない地方公共団体道路橋におい

ては，施工技能者の確保のためにも材齢 時間( 日)で24 1

圧縮強度 以上が確保され， 日程度の施工が24N/mm 1.52

可能な補修技術が要求されている。

3. 補修材および接着剤に求められる性能

3.1 補修材の配合条件

(1) 補修材の要求性能および配合条件

従来の 床版の上面補修では，早期の交通開放を図RC

るため補修材には，超速硬性無収縮モルタル（以下，

とする）が使用されている。補修材 をU-RC-M U-RC-M

用いた材料は，高速道路や国土交通省が管理する橋梁で

の使用事例があるものの，材料が高価であり，凝結開始

時間が 分程度と短時間での作業が要求されることから17

熟練した技能者が必要となるため，地方公共団等で管理

する橋梁では使用事例が少ないのが現状である。また，

床版の補修は ～ 程度の薄層であることかRC 20mm 30mm

ら補修材 を用いた場合は，弾性係数が高いことU-RC-M

から割れが発生し易く，早期に再補修が行われた事例も

多い。よって，早期に発生する割れに対して高い抵抗性

を示す補修材および補強法の提案が必要となる。

36このようなことから 本研究では施工性に優れ かつ， ，

時間程度での補修工事が実現可能なセメント系モルタル

表－1 補修材の配合条件

表－2 補修材の発現強度および静弾性係数

およびコンクリート補修材を提案する。

以上より，本提案する補修材の要求性能は，道示に規

定するコンクリートの設計基準強度 以上を確保24N/mm2

できることを条件とする。補修材の割れの抑制を図るた

めに，セメントには早強セメントを用いた専用のプレミ

ックス材に有機系繊維の中で引張強度が高く，高靱性が

期待できる高強度ビニロン繊維（繊維長 ）を配合12mm

した。また，材料特性としては弾性係数を既設 床版RC

と同等とするセメント系材料を提案し，本論文での名称

は早強性繊維補強セメントモルタル（以下， とH-FC-M

する）とする。

RC 20mm 30mm一方 実橋 床版の上面損傷は一般的に ～，

程度，すなわち 床版上面のかぶりコンクリート内のRC

補修が多いことから，骨材の最大寸法は 以下が適15mm

している。そこで，本研究では現在，余剰材として取り

扱われているビリ材を使用することとした。ここで，コ

ンクリートの骨材としては使用されないビリ材を混入し

H-FC-C H-FC-Mたコンクリートの名称を とする。なお，

および のコンシステンシーは，床版補修の際のH-FC-C

左官作業において鉄筋裏まで確実に回り込み，充填可能

な範囲としてミニスランプを ± とする。ここで，5 2cm

従来から用いられている補修材 および本提案のU-RC-M

， 材の配合条件を に示す。H-FC-M H-FC-C 表－1

3.2 補修材の性能

本研究で使用した補修材の常温状態における発現強度

および弾性係数を に示す。表－2

(1) 補修材U-RC-M

補修材 の凝結開始時間は 分で，凝結の終結時U-RC-M 17

間は 分となり，可使時間が 分以下であることから施25 30

工においては，やや熟練の技術が必要となる。また，初

U-RC-M H-FC-M H-FC-C

始発 17min. 138min. 156min.
終結 25min. 168min. 173min.

2時間 25.1N/mm
2 始発前 始発前

3時間 45.2N/mm2 ― ―

4時間 52.3N/mm2 ― ―

1日 ― 27.4N/mm2 27.5N/mm2

7日 ― 48.4N/mm2 51.3N/mm2

28日 62.3N/mm
2

59.9N/mm
2

56.7N/mm
2

静弾性係数 28日 43.7kN/mm
2

26.0kN/mm
2

27.6kN/mm
2

試験項目

凝結時間

圧縮強度

結合材 珪砂等

U-RC-M 938 912 ― 338 36

H-FC-M 750 1125 Premix 300 40

H-FC-C 558 1759 Premix 223 40

水繊維

水結合材比

(%)
項目

単位量  (kg/m3)

プレミックス粉体
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期強度発現性は，材齢 時間後の圧縮強度が で3 45.2N/mm2

， 。あり 要求性能である圧縮強度 を満足している24N/mm2

次に，静弾性係数は，材齢 日で であるこ28 43.7N/mm2

とから，既設 床版コンクリートの弾性係数に比してRC

約 倍となっており，硬い材料であることから薄層補修2

に用いた場合に割れなどが発生し易い材料といえる。

(2) 補修材H-FC-M

本提案の 時間施工に対応したセメントモルタル補修36

材 の性能は，凝結開始時間が 分，凝結終結時H-FC-M 138

間が 分であり，施工性に優れた材料であると判断でき168

る。材齢 時間の圧縮強度は である。よって，24 27.4N/mm2

24 24N/mm材齢 時間後には道示に規定する設計基準強度 2

。 ，を満足している 材齢 日における圧縮強度は28 59.9N/mm2

静弾性係数は であり，従来の超速硬セメント26.0kN/mm2

を用いた補修材に対して となっている。59%

(3) 補修材H-FC-C

本提案の補修材 にビリ材を混入した補修材H-FC-M

H-FC-C 156 173は 凝結開始時間が 分で 凝結終結時間が， ，

分である。材齢 時間の圧縮強度は であり，24 27.5N/mm2

24 24N/mm材齢 時間後には道示に規定する設計基準強度 2

を満足している。材齢 日における圧縮強度は28

，静弾性係数は である。56.7N/mm 27.6kN/mm2 2

よって，本提案する両補修材の配合条件は，静弾性係

数が 床版同等となることから，割れに対して抑制がRC

36期待できる材料である また 要求性能である交通規制。 ，

時間での施工が可能で有り，凝結時間も遅いことから，

施工性にも優れた補修材と言える。

3.3 浸透性接着剤および付着性接着剤

床版の上面補修法は，先ず土砂化や脆弱したコンRC

クリートをブレーカ等で衝撃を与えながら削り作業を行

うのが一般的である。また，損傷を受けた 床版表面RC

には微細なクラックが発生している。そこで，阿部ら

は微細なクラックやひび割れ等の補修法として，， ，2) 3) 4)

浸透性接着剤を塗布し，微細なひび割れや脆弱部に浸透

させ，コンクリート表面を強固にする方法を提案し，実

施工にも採用されている。ここで，実験供試体をブレー

カで削り作業し，浸透性接着剤を塗布した後の浸透状況

を に示す。 に示すように目視では確認で写真－2 写真－2

きない微細なひび割れに，蛍光塗料を混入した浸透性接

着剤を塗布し，ブラックライトで灯光することで微細な

クラック まで浸透することが確認されている 。0.05mm 4)

よって，本研究においても 床版供試体に輪荷重疲労RC

試験を行い，上面損傷を与えた後，ブレーカで削り，浸

透性接着剤を塗布する。ここで，浸透性接着剤の性能試

験の結果を に示す。表－3

次に，上面補修を施した 床版では，輪荷重の走行RC

。 ，により界面において早期にはく離が生じている そこで

表－3 接着剤の材料試験結果

1) ブレーカ削り (2) 浸透性接着剤塗布(

写真－2 マイクロクラックと浸透性接着剤4)

表－4 材料特性値

本補修においても補修材と 床版コンクリートとの付RC

着力を高め耐疲労性の向上を図るために界面に高耐久型

エポキシ樹脂接着剤（以下，付着用接着剤とする）を用

いる 。付着用接着剤は，既設 床版上面コンクRC， ，2) 3) 5)

リートと補修用セメント系モルタルおよびコンクリート

を打ち込む直前に塗布し， 分で強度が発現される。120

ここで，付着用接着剤の材料特性値を に併記す表－3

る。なお，コンクリートの付着試験においては付着強度

が確保され，引張試験では母材コンクリート3.7N/mm2

で破壊することが確認されている。

4．RC床版の使用材料および供試体寸法

4.1 供試体材料

床版供試体のコンクリートには，普通ポルトランRC

ドセメントと 以下の砕砂， ～ の砕石を使5mm 5mm 20mm

用した。また，鉄筋には を使用した。コンSD295A-D13

クリートの圧縮強度および鉄筋の材料特性値を に表－4

示す。

4.2 供試体寸法および鉄筋配置

(1) RC床版供試体

床版供試体および補修供試体の寸法は道示の規定RC

に準拠し，その モデルとする。ここで， 床版供試3/5 RC

浸透性接着剤 付着用接着剤

主剤 無色液状 白色ペースト状
硬化剤 無色液状 青色液状

10 ： 3 5 : 1
1.2 1.42

104.4N/mm
2

102.9N/mm
2

3,172N/mm
2

3,976N/mm
2

92.8N/mm
2

41.6N/mm
2

58.2N/mm
2

14.9N/mm
2

2.6N/mm
2 3.7N/mm

2
 以上

または母材破壊

圧縮弾性係数

曲げ強さ

引張せん断強さ

コンクリート
付着強さ

項目

外観

混合比

硬化物比重

圧縮強度

 

微細なクラック

1mm1mm

降伏強度

(N/mm2)

引張強度

(N/mm2)

ヤング係数

(kN/mm2)

RC床版 35 377 511 200

供試体

コンクリート
圧縮強度

(N/mm
2
)

鉄筋   (SD295A，D13)
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図－1 供試体寸法および鉄筋配置

体の寸法を に示す。 床版供試体の寸法は全長図－1 RC

，支間 ，床版厚 ，鉄筋は複鉄筋1,600mm 1,400mm 150mm

配置とし，引張側の軸直角方向および軸方向に をD13

間隔で配置した。また，圧縮側には引張鉄筋量120mm

の を配置した。ここで， 床版供試体の名称を と1/2 RC RC

する。

(2) 補修床版供試体

補修供試体の寸法は， 床版と同様であり，軸直角RC

方向 ，軸方向 ，深さ の範囲を補修600mm 1,000mm 18mm

する。補修範囲を に併記した。ここで，セメント図－1

系モルタル材 で補修した床版の名称をH-FC-M

，セメント系モルタル材 にビリ材をRC.H-FC-M H-FC-M

。混入した で補修した供試体を としたH-FC-C RC.H-FC-C

5 実験方法および等価走行回数.

5.1 輪荷重走行疲労実験方法

(1) RC床版

輪荷重走行疲労実験は， 床版および補修 床版供RC RC

試体ともに幅 の輪荷重を軸方向に の範囲300mm 900mm

を繰り返し走行させる実験である。また，輪荷重走行疲
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(1) 疲労実験 (2) 補修後の疲労実験

図－2 輪荷重走行疲労実験サイクル

労実験における荷重条件は，初期荷重 から走行を100kN

開始し， 万回走行ごとに荷重を ずつ増加する段階2 20kN

。 ， ， ，荷重載荷とする 各実験において輪荷重走行1 10 100

， 回および 回以降は 回走行ごとにた1,000 5,000 5,000 5,000

わみを計測した。

(2) 補修用RC床版

補修用 床版は，輪荷重走行疲労実験を行い，床版RC

中央のたわみが支間 の ，すなわち になるまL 1/400 3.5mm

で走行させてひび割れ損傷を与えた後，撤去し，上面補

修を施すものとする。

(3) 補修後の輪荷重走行疲労試験

実橋 床版では，雨水の浸透により損傷の進行が促RC

進することが明らかにされていることから，本実験にお

いても補修範囲に水張りをして実験を行った。ここで，

800mm 1,200mm 12水張りは幅 ，長さ の範囲に枠を設け，

時間水張りを行い，実験開始から表面を常時湿潤状態に

して実験を行った。補修後の疲労試験は，たわみが床版

支間 の ，あるいは走行面の損傷により，走行不能L 1/400

と判断された場合に，実験を終了とする。また，本実験

は 次補修まで行い，耐疲労性を評価する。2

5.2 上面補修方法

床版の上面補修手順を に示す。 床版上RC RC写真－3

面の損傷範囲として軸方向 ，幅方向 の範1000mm 600mm

（ ）。囲をブレーカで約 削り作業を行う18mm 写真－3(1)

次に，本提案する補修材セメント系モルタルおよびコン

クリートが薄層補修において付着性を高めるために補修

面を研掃する（ 。その後，ブレーカによる写真－3(2)）

微細なひび割れや輪荷重走行面のひび割れ補修として，

（ ）。浸透性接着剤を削り範囲全体に塗布する 写真－3(3)

この浸透性接着剤の可使時間は 時間程度ある。全面に6

水張り試験

1)床版上面 2)床版下面 1)補修1回目 2)補修2回目

乾燥状態

(1) 削り作業 (2) 研掃 (3) 浸透性接着剤塗布 (4) 付着用接着剤塗布 (5) 補修材打ち込み

写真－3 RC床版上面補修法手順
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表－5 等価走行回数

等価走行回
数

補修効果
等価走行回
数

補修効果
等価走行回
数

補修効
果

等価走行回数 補修効果

RC 12,336,901 ― ― ― ― ― ― 12,336,901 ―

RC.H-FC-M 7,208,729 2,846,702 ― 2,368,793 ― 5,215,495 ― 12,424,224 1.01

RC.H-FC-C 7,208,729 3,404,370 1.20 3,255,226 1.37 6,659,596 1.28 13,868,325 1.12

補修合計 2次補修までの合計
供試体 RC床版

1次補修（湿潤状態） 2次補修（湿潤状態）

塗布した後，セメント系モルタルおよびコンクリートと

の付着性を高めるために付着用接着剤を全面に平均

の厚さで塗布する（ 。なお，広範囲1.0mm 写真－3(4)）

に及ぶ補修法においては補修端部に額縁状に塗布する補

修法もあるが，既往の研究 では，額縁状と全面塗布し)5

た補強法との比較では，全面に塗布した補修・補強法が

大幅に寿命が向上する結果が得られている。よって，提

案する補修法においては全面に接着剤を塗布した。この

接着剤の可使時間は 分程度であることから，塗布し120

， （ ），た後 直ちにそれぞれの補修材を打ち込み 写真－3(5)

表面仕上げし，養生を行う。

5.3 走行疲労実験における等価走行回数

本実験では段階荷重載荷による疲労実験を行ったこと

(1) (1)から等価走行回数を算出は式 を用いる。なお，式

における基準荷重 は設計活荷重の に安全率 を考P 3/5 1.2

慮した として等価走行回数を算出する。 曲線の72kN S-N

傾きの逆数 の絶対値には松井らが提案する を適用m 12.7

する 。7)

n
N Σ(P /P) ×n (1)＝eq i

m
i

i =1

P kN P 72kN nここで ：載荷荷重 ：基準荷重 ＝， （ ）， （ ），i i

（ ）， （ ）：実験走行回数 回 ： 曲線の傾きの逆数 ＝m S-N 12.7

6．実験結果および考察

6.1 等価走行回数

本実験における等価走行回数を に示す。表－5

(1) RC床版

床版上面を乾燥状態で輪荷重走行疲労実験を行っRC

た供試体の等価走行回数は 回である。この等12.336×106

価走行回数を基準として，本提案補修法における耐疲労

性の評価を行う。

(2) 補修RC床版

補修用の供試体 ， はたわみが床RC.H-FC-M RC.H-FC-C

L 1/400 7.208×10版支間 の に達した時点の等価走行回数は 6

回である。この等価走行回数後に補修を施した。

1) 補修材H-FC-Mを用いた供試体

補修材 を用いた床版 の補修 回目H-FC-M RC.H-FC-M 1

の等価走行回数は 回，補修 回目は 回2.846×10 2 2.368×106 6

であり，合計等価走行回数は 回である。乾燥12.424×106

状態で実験を行った供試体 との比較を行うと 倍RC 1.01

となっている。なお， 床版供試体は乾燥状態での疲RC

労試験であり，本補修供試体は湿潤状態で輪荷重走行疲

労実験を行った結果であることから，十分な補修効果が

得られたものと判断できる。なお， 次補修および 次補1 2

修におけるたわみが の時点では上面に割れや補修1/400

界面でのはく離は確認されなかった。また，走行不能と

なるような上面の凹凸も見られなかった。

2) 補修材H-FC-Cを用いた供試体

補修材 を用いた床版 の補修 回目のH-FC-C RC.H-FC-C 1

等価走行回数は 回であり，モルタル材を用い3.404×106

た床版 に対し，ビリ材を配合した供試体RC.H-FC-M

は 倍の耐疲労性の向上が図られた。このRC.H-FC-C 1.20

要因としては，本実験は補修面を湿潤状態で輪荷重走行

疲労実験を行ったことから，輪荷重の繰り返し走行に対

して，ビリ材を配合することでセメント成分の滲出量が

減少し，耐疲労性の向上が図られてものと推察される。

2 3.255×10 RC.H-FC-M次に 補修 回目は 回であり 床版， ，6

の 倍である。合計等価走行回数は 回で，1.37 13.868×106

乾燥状態で実験を行った供試体 の 倍となっておRC 1.12

り，床版 同様に十分な補修効果が認められRC.H-FC-M

る。なお， 次， 次補修におけるたわみが の時点1 2 1/400

では供試体 と同様に上面には割れや補修界RC.H-FC-M

面でのはく離や走行不能となるような凹凸は確認されな

かった。

以上より，補修時間 時間以内で施工するための補修36

材には，早強セメントにビニロン繊維を配合したプレミ

ック材を用いたモルタル材およびビリ材を配合したコン

クリート材に， 種類の接着剤を塗布することで，本実2

験の範囲内では，界面にはく離や上面に割れが発生しに

。 ，くい材料および補修法であることを明らかにした なお

ビリ材の配合の有無が耐疲労性に影響を及ぼす結果とな

ったが，ビリ材混入による耐疲労性の向上に関するメカ

ニズムの解明に関しては今後の課題とする。

6.2 たわみと等価走行回数の関係

床版および補修床版のたわみと等価走行回数の関RC

係を に示す。図－3

(1) RC床版

床版供試体 のたわみと等価走行回数の関係は，RC RC

より，初期値は であり，その後の繰返し走図－3 0.9mm
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図－3 たわみと等価走行回数

行に伴いたわみ 付近まで緩やかに増加している。3.6mm

その後の荷重増加と繰り返し走行において，たわみの増

加はやや大きくなるもののたわみが 付近はでは比6mm

較的線形的に増加している。破壊時のたわみは で8.8mm

ある。

(2) 補修RC床版

1) 補修材H-FC-Mを用いた供試体

供試体 のたわみが床版支間 の ，すなRC.H-FC-M L 1/400

わち に達した時点の等価走行回数は 回で3.5mm 6.233×106

あり，荷重除荷時の残留たわみは である。これ1.21mm

を初期値とした補修後のたわみと等価走行回数の関係

は，たわみが支間 の に達する付近までは線形的にL 1/400

増加している。この時点の累積たわみは で，荷3.91mm

重除荷時のたわみは である。さらに， 次補修し2.1mm 2

た供試体も同様に，支間 の 付近までは線形的にたL 1/400

わみが増加している。この時点の累積たわみは で5.6mm

ある。なお，この時点で補修における耐疲労性の評価を

終了した。

2) 補修材H-FC-Cを用いた供試体

補修材 で補修した供試体 のたわみH-FC-C RC.H-FC-C

が床版支間 の に達した時点の等価走行回数はL 1/400

6.233×10 1.26mm回であり，荷重除荷時の残留たわみは6

である。これを初期値として補修後のたわみと等価走行

L回数の関係は，荷重の増加と繰り返し走行に対し支間

の に達する付近まで線形的に増加を示している。1/400

この時点の累積たわみは で，荷重除荷時のたわ3.63mm

みは である。これを初期値として 次補修した供3.12mm 2

試体もたわみが支間 の 付近まで線形的に増加してL 1/400

いる。この時点の累積たわみは である。なお，こ5.0mm

の時点で補修における耐疲労性の評価を終了した。

7 まとめ.

RC 2本研究は， 床版の上面損傷に対する補修材および

種類の接着剤を塗布した薄層上面補修法における耐疲労
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性を評価した。その結果，以下の知見が得られた。

(1) 本提案するセメント系モルタルおよび余剰材として

取り扱われているビリ材を混入したコンクリート補

修材（ ， ）は，材齢 時間で道示にH-FC-M H-FC-C 24

規定されているコンクリートの設計基準強度

を満足することから， 日での補修工事が24N/mm 1.52

可能となる。

(2) 床版供試体の上面損傷に対する補修法は，上面かRC

ら をチッパーによる衝撃を与えての削り作業18mm

を実施した。施工時に発生するマイクロクラックの

補修として浸透性接着剤の塗布，さらには 床版表RC

面に付着性接着剤を塗布し，その後モルタルおよび

コンクリートを打ち込みした。その結果，たわみが

に達する範囲までの走行疲労試験において，割1/400

れやはく離等は見られなかった。

(3) 床版の上面損傷に， タイプの補修材および 種類RC 2 2

の接着剤を塗布した結果，補修界面に 種類の接着2

剤を塗布し，モルタル補修材 に対してビリH-FC-M

材を配合した 材で補修した床版 でH-FC-C RC.H-FC-C

は，床版 に対して 倍の等価走行回数RC.H-FC-M 1.28

。 ， ，が得られた したがって 本実験の範囲においては

ビリ材を混入することで耐疲労性が向上する結果が

得られた。
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